
 

５年生   実践事例   

「環境 HOTCOM」 

 

指導目標 ◎地球温暖化の資料からCO２削減の取組に向けて課題を設定することができる。 

◎CO２削減方法のための資料を集めたり、レポートをまとめるために必要な情報を複

数の資料から取り出したりすることができる。 

◎地球環境の保全と持続可能な生活の維持のために公共交通の利用を提案するレポ

ートを資料や体験を効果的に活用してまとめることができる。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

「交通日記」を用いて日常の交通行動を調べ、自分がどれくらいの CO２を排出してい

るのかを「見える」ようにすることで、地球環境や将来の自分たちの生活のために車

利用を控えることの大切さを理解し、社会（公）を意識した自分や家族の生活の改善

点を考えることができる。 

対象学年 ５年生   

対応教科 総合的な学習の時間 

標準校時 ８コマ   

学習構成  

１．今、地球ではどんなことが起こっているのかな 

２．地球のために私たちにどんなことができるのかな 

 

３．CO2の排出量を減らすためには 

・地球温暖化が進み、自然のバランスが崩れて、海面上昇や異常気象など

様々な問題が起き始めていることを学ぶ。 

・北海道開発技術センターの「交通日記」を活用し、交通行動における自

分の CO２排出量を知る。 

 

・車の利用を控え公共交通を使うことで、環境に優しく、自分たちの将来

の生活にも役立つことを知る。 

４．市の公共交通について調べよう 

 
・公共交通の良い点や問題点について考える。赤字や便数が少ないなどの

問題点は、みんなが使い続けることで改善されることを理解する。 

５．レポートにまとめ、お家の人に提案しよう 

 
・学んだことを（事実・意見に分けて）レポートにまとめ、車の利用を控

えて、公共交通を使ってもらえるように家の人に提案する。 



 

５年生［総合_環境 HOTCOM］（札幌市立山の手南小学校） 

 札幌らしい交通環境学習とは、「MM※教育」に着目し、「交通」の中に存在する「社会的ジレンマ問題」を

通じ、広く、環境意識や公共の精神を醸成することを目的としている。初等教育における学習教材として適す

ることが、これまでの研究事例等で明らかとなっている。 
※「MM」とは、一人ひとりの移動（モビリティ）が、個人的にも社会的にも望ましい方向へ自発的に変化することを促すコミュニケーションを中心とした交通施

策。 

■実施例 

 実施校 札幌市立山の手南小学校  実施日 2012 年７月１８日（火） 5 校時 

    

 
科目 /

単元名 

総合的な学習の時間 

「環境 HOTCOM」［8 時間扱い 本時 4/8］ 
 指導者 栗原 聡太郎 

    

   

［指導計画］ 

1.教材にかかわって 
 

①学習指導要領の位置づけ 

［小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編］ 
 

●第４章指導計画の作成と内容の取扱い 指導計画の作成に当たっての配慮事項（５）  

学習活動については、学校の実態に応じて、例えば国際理解、情報、環境、福祉・健康などの横断的・総合的な課題につ

いての学習活動、児童の興味・関心に基づく課題についての学習活動、地域の人々の暮らし、伝統と文化など地域や学校

の特色に応じた課題についての学習活動などを行うこと。 

 

総合的な学習の時間では、各学校において指導計画を作成し、そこには内容として、目標の実現のためにふさ

わしいと各学校が判断した学習課題を定める必要がある。この学習課題とは、（中略）横断的・総合的な学習の

としての性格をもち、探究的に学習することがふさわしく、そこでの学習や気付きが自己の生き方を考えること

に結びついていくような、教育的に価値のある諸課題のことである。（中略）地域や学校、児童の実態に応じて

内容を設定し、具体的な学習活動として展開することが求められる。（以下、略） 

 

②モビリティ・マネジメント教育の視点から 
 中国の砂漠化やアマゾンの森林破壊、そして地球温暖化。子どもは毎日といっていいほど「環境問題」に触れ

ている。授業中も「エコ」「節電」などの言葉が多く聞かれる。しかし、知識として知っているだけで、言葉だ

けが先行している子も多い。 

 そこで、本単元では環境問題を解決する手立ての一つとして「交通行動」の変容が有効であることを実感する

学習を構成する。知識として知っていても、「本当にそうだな」「やってみよう」と思わなければ行動は変わら

ない。そのため、交通診断カルテを活用する。 

 交通診断カルテとは日常の交通行動を調べ、交通行動により自分がどれぐらいの二酸化炭素を排出しているの

かを調べるものである。学習前と学習後の２回、実施することによって自分の行動を変えることによってどのぐ

らい効果があるのか、可視化することができる。目に見えない二酸化炭素を見えるようにすることで、子どもの

実感を高めることができる。 

 子どもの実感を高めることによって自然と交通行動の変容をうながす。しかし、行動変容をすぐに求めるわけ

ではない。家族を含む交通行動を考えることによって、将来にわたって交通行動を意識できる子どもを育てるこ

とが本単元のねらいである。 
 

③資料の活用 
 札幌市から配布されている『地球のためにできること』を活用する。今、地球で起こっている環境問題を分か

りやすく学ぶことができる。そして、札幌と小樽の平均気温も上昇していることから自分の生活へと目を向け、

自分にできることを考えていく。 

 

 

指導計画例 



 

2.単元にかかわって 

●単元の目標 

・地球温暖化の資料からCO2削減の取組に向けて課題を設定することができる。【課題設定能力】 

・CO2削減方法のための資料を集めたり、レポートをまとめるために必要な情報を複数の資料から取り出し

たりすることができる。【情報の収集能力】 

・地球環境の保全と持続可能な生活の維持のために公共交通の利用を提案するレポートを資料や体験を効果的

に活用してまとめることができる。【表現力】 

●単元の構成 

 

子どものおもな活動  

 

子どものおもな活動 
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今、地球ではどんなことが起こっているのかな？ 

地 球 温 暖 化 

・海面上昇 ・異常気象・動植物の絶滅 

【札幌の気温】 

・１００年間で１度上昇 

・冬日も真冬日も少なく

なっている 
1000年の歴史でも 

これまでにない速さの変化！！ 

地球のために私たちにどんなことがで

きるのかな？ 

＊北海道開発技術センターの

「交通日記」を活用し、交

通行動における自分の

CO2 排出量を知る。 

自分たちの生活だけでも CO2を

減らせるところがまだまだあり

そうだよ。 

CO2 の排出量を減らすためにはどう

したらよいのかな？ 

【歩く・自転車】 

１０分を我慢 

・買い物 

・送迎 

・遊び・習い事 

【公共交通】 

３０分を我慢 

・買い物 

・遊び 

・通勤 

車
利
用
を 

チ
ェ
ン
ジ 

車の利用を少し我慢して公共交通を使うこ

とで、環境に優しく、自分たちの将来の生

活にも役に立つんだね。 

地球温暖化が進み、自然のバランスが崩

れて様々な問題が私たちの近くで起き

始めているんだね。 

札幌はどうなのかな？ 

自然のバランスが崩れてきている 

【良い点】 

・CO2 の排出量が

少ない 

・市内ほぼ１０

０％公共交通で

移動できる 

・時間通り 

【問題点】 

・赤字である 

・便数や路線数の減

少 

・利用客が減ってき

ている 

・時間がかかる 

札幌の公共交通に良い点悪い点があるけれ

ど、みんなで使い続けることでいつまでも便

利なものとして利用できるんだね。 

学んだことをレポートにまとめ、公共交通を使

うようお家の人に提案しよう。 

【グラフ・表の引用】 

・グラフの読み取り

方、注目してもら

う数字も大事だね 

・資料の順番も大事 

【事実・意見】 

・事実と意見を区別

して書こう 

・体験もいれるとい

いね 

【行動の提案】 

・公共交通に乗って

もらえるように 

・車利用を控えても

らう 

札幌の公共交通に良い点悪い点があるけれ

ど、みんなで使い続けることでいつまでも便

利なものとして利用できるんだね。 

提
案
文 

・
構
成 

・
資
料 

・
主
張 

 

… 

札幌市の公共交通について調べよう 

出典：（一社）北海道開発

技術センター 

出典：道央都市圏都市交

通マスタープラン 



 

3. 本時の目標と学習展開  
●目標 
・札幌市の過度な車利用の現状や公共交通の利用の減少が引き起こす問題について理解し、地球環境や将来の

自分たちの生活のために車利用を控えることの大切さを考え、適切に表現している。【思考・判断・表現】 

●展開 

 場 子どもの意識の流れと学習活動 教師のかかわり 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

札幌市の過度な

車利用の現状を

理解し、学習問

題をつかむ。 

 

 

 

〇１０分の車利用が３０年の間に増加していることを

グラフから読み取る。 

・１０分までの車利用が増えているよ。 

・CO2が増えてしまうよ。 

〇１０分の車利用は「何のために」「どこに行っている

のか」考える。 

・買い物に行っている・塾の送迎・遊び 

 

 

 

 

・１０分の車利用の増加を捉える

ことができるように、１５０分

以上の車利用の様子と比較しな

がら資料を提示する。 

・CO２を減らすための具体的な方

法を考えることができるよう、

１０分間の車利用は「何のため

に」「どこに行くのか」考えさ

せる。その際、交通日記や地図

を活用し、具体的に捉えること

ができるようにする。 

・３０分の車利用の増加を示すグ

ラフを提示し、公共交通の利用

に交流を焦点化する。 

・公共交通の利用が日常生活にお

いて現実的か吟味するために、

「公共交通を利用するか、しな

いか」について意見を交流させ

る。 

・公共交通の利用を促進すること

で持続可能な社会に近づくこと

が理解できように、バス路線が

減少することの問題点を考えさ

せたり、利用の増加による利点

を説明したりする。 

 

わ 

か 

る 

 

 

 

CO2 の排出量削

減のための車以

外の移動方法を

の仕方を提案し

たり、その意味

について考えた

りする。 

 

〇１０分、３０分の車利用を控えるための方法を考え、

シートにまとめ、発表する。 

 

 

 

 

 

〇自分の家族が３０分の車利用を公共交通手段に変え

ることが本当にできるのか考え、交流する。 

た
し
か
に
す
る 

 

札幌市の公共交

通が抱える問題

を理解し、車利

用を控え、公共

交通を利用する

ことの意味を

「環境」「将来

の自分たちの生

活」という視点

から捉え直す。 

 

 

〇バス路線が減少している事実から、公共交通が使えな

くなることが引き起こす問題について考える。 

・移動するのに困る。・どこにも行けなくなってしまう。 

・車を利用できない人が困る。・CO2が増える 

〇過度な車利用を控え、公共交通を利用することのよさ

を「環境」「将来の自分たちの生活」という視点から

捉え直す。 

板
書
計
画 

 

 

前時までに子どもたちは、地球温暖化の影響が北海道でも起こっていることを知り、自分の交通カ

ルテから CO2 を減らすための自分たちにできることを考えている。 

CO2を減らすためにはどうしたらよいのだろう？ 

車の利用を少し我慢して公共交通を使うことで、環境

に優しく、自分たちの将来の生活にも役に立つんだ

ね。 

本時の目指す子どもの姿 

車の利用を少し我慢し、公共交通

を利用することが、「環境」も「自

分たちの将来の生活」も守ること

につながることがわかる。 

車の利用を少し我慢して公共交通を使うことで、ずい

ぶんとＣＯ２を減らすことができそうだ。 

【歩く・自転車】 

１０分を我慢 

・買い物・送迎 

・遊び・習い事 

【公共交通】 

３０分を我慢 

・買い物・遊び 

・通勤 

車利用を 

チェンジ 

【歩く・自転車】 

１０分をガマン 

・買い物・送迎 

・遊び・習い事 

【公共交通】 

３０分をガマン 

・買い物・遊び 

・通勤 

車利用を 
チェンジ 

ＣＯ２をへらすにはどうすればよいのだろう？ 

地球を 自分たちの

生活を 
バスの利用者数が 

減る 

バスの利用者数が 

増える 

× ○ 

チェンジ 

しないと 

チェンジ 

すると 

守
る 



 

4.本時で活用する資料 
 

●本時で活用する資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：札幌らしい交通環境学習 2013 

 

 

交通日記 

 

交通診断 

カルテ 




